
DWC-1000 ファームウェアリリースノート 

1 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
本リリースノートには、ファームウェア更新に関する重要な情報が含まれています。ご使⽤の製品に対応す
るリリースノートであることを確認してください。 

- 新しい製品にインストールを⾏う際には、デバイス上のハードウェアバージョンの表⽰を確認し、ご
使⽤の製品がファームウェアのシステム要件を満たしていることを確認してください。ファームウェ
アとハードウェアの互換性についての詳細情報は、“変更履歴とシステム要件”の項を参照してくださ
い。 

- 新しくリリースされたファームウェアへのアップグレードを⾏う場合は、“アップグレード⼿順”の項
を参照しながら正しい⼿順でファームウェアのアップグレードを⾏ってください。 

本体に関する詳細な情報が必要な場合は“ユーザマニュアル”を参照してください。 
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変更履歴とシステム要件： 
ファームウェアバージョン リリース⽇付 モデル ハードウェアバージョン 

ランタイム：V4.2.0.6 2014/6/17 DWC-1000 Ａ1 

 

注意事項： 
 アップグレードするファームウェアは、すでに本製品に⼊っているファームウェアと同じ地域向けのもの

を使⽤してください。 
 
 V4.1.0.2_10204 からＶ4.2.0.6 へ直接アップグレードを⾏うと、⼀部の設定が引きつがれません。 

設定を引き継ぐ必要がある場合は、V4.1.0.2_10204 から V4.1.0.2_10222 にアップグレードしてから、
V4.2.0.6 へアップグレードを⾏ってください。 

 

USB ドライブへのコンフィグ⾃動バックアップ/⾃動リストアについて 
本製品は USB ドライブへコンフィグを⾃動的にバックアップ/リストアすることができます。 
以下はバックアップ／リストアについての情報です。 
 
1. USB ドライブが挿⼊されるとすぐに、コンフィグは⾃動的に USB ドライブへ保存されます。 

ファイル名は”＜モデル名＞＿＜シリアルナンバー＞.cfg”になります。（※USB ドライブ内にすでにバック
アップされたコンフィグファイルが存在しない場合のみ） 

 
2. 本製品のシステム LED が橙⾊に 3 回点滅した場合は、バックアップが開始されています。 
 
3. Web GUI の「Save Settings」をクリックすることで、USB ドライブにコンフィグを保存することができ

ます。ただし、すでに USB ドライブ内に保存されているコンフィグファイルと、新しく保存するコンフィ
グのモデル名とシリアルナンバーが⼀致する必要があります。 

 
4. リブートを⾏った場合、本製品はコンフィグファイル（＜モデル名＞＿＜シリアルナンバー＞.cfg）の有

無をチェックします。コンフィグファイルが存在した場合は、そのファイルがリストアされます。 
2 つの USB ドライブにコンフィグファイルが存在した場合、1 つ⽬の USB ドライブにあるファイルがリ
ストアされます。 

 
5. USB ドライブに保存できるのは、各モデル名につき 1 つのコンフィグのみです。（フォーマットは、“＜モ

デル名＞＿＜シリアルナンバー＞.cfg””です） 
 
6. ⼯場出荷時状態の本製品に USB ドライブを挿⼊しリブートを⾏った場合は、USB ドライブにコンフィグ

は保存されません。本製品に設定を変更したコンフィグファイルが存在しないためです。Web GUI の
「Save Settings」をクリックすることで、USB ドライブにコンフィグが保存されるようになります。 



DWC-1000 ファームウェアリリースノート 

3 

 

アップグレード⼿順： 

Web-UI を使⽤するアップグレード 

1. Web GUI にログインします。 
    IP アドレス、サブネットマスク、ユーザ名、パスワードの初期値は以下の通りです。 
    - IP アドレス : 192.168.10.1 

- サブネットマスク : 255.255.255.0 
- ユーザ名: admin 
- パスワード: admin 

 
2. TOOLS > Firmware の順にメニューをクリックし、以下の画⾯を表⽰します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3. 「ファイルを選択」をクリックしてファームウェアイメージの場所を選択→「Upgrade」をクリック
します。 

 
4. 確認画⾯が表⽰されるので、「OK」をクリックします。 
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5. 進⾏状況を表す画⾯が以下の順に表⽰されます。 

    注意： 
ファームウェアのアップグレードには数分かかります。 
アップグレード中は、電源を切ったり Web ブラウザを閉じたりせず、そのままお待ちください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
          ↓ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
6. ログイン画⾯が表⽰されるので、再度ログインしファームウェアバージョンを確認します。 
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追加機能： 
ファームウェア
バージョン 

追加機能 

V4.2.0.6 特になし 

 

修正した問題点： 
ファームウェア
バージョン 

修正した問題点 

V4.2.0.6 

1. CLI で、アクセスポイントの Radio Power を”Profile“に設定できない問題を修正致し
ました。 

2. RADIUS Use Network Configuration を、"radius_parm 
use_network_configuration N"コマンドで無効にできない問題を修正致しました。 

3. 管理できる最⼤数のアクセスポイントをローカルの有効なデータベースに登録できな
い問題を修正致しました。 

4. PPPoE を使⽤するとインターネットスループットが遅くなる問題を修正致しました。
5. SNAT が動作しない場合がある問題を修正致しました。 
6. HTTP 500 のエラーが発⽣する問題を修正致しました。 
7. Captive Portal が正しく動作しない場合がある問題を修正致しました。 
8. LDAP との連携が正しく動作しない場合がある問題を修正致しました。 
9. NT Domain 設定及び Active Directory 設定でエラーが発⽣する問題を修正致しまし

た。 
10. 保存したコンフィグファイルをリストアできない場合がある問題を修正致しました。 
11. SNMP トラップが正しく動作しない問題を修正致しました。 
12. RADIUS を追加するコマンドを実⾏すると、適切でない警告が表⽰される問題を修正

致しました。 
13. D-View からの SNMP クエリに応答しない場合がある問題を修正致しました。 
14. WDS 接続が切断された際のログが確認できない問題を修正致しました。 
15. ホットスポットモードを使⽤し、⼀定数のユーザアカウントを作成し認証を⾏うと、カ

ーネルパニックが発⽣する問題を修正致しました。 
16. LDAP サーバの問題を修正致しました。 
17. E-Mail アドレスにログが送信できない場合がある問題を修正致しました。 
18. WLAN Visualization が正しく動作しない問題を修正致しました。 
19. 以下のブラウザの問題を修正致しました。 

①IE10 および Chrome で AP プロファイルの設定が適⽤されない問題。 
②Peer Controller 設定要求を開始できない問題。 

20. Captive Portal のアカウント機能の問題を修正致しました。 
21. 課⾦アカウントが期限切れにならない問題を修正致しました。 
22. Captive Portal で POP3 認証が動作しない問題を修正致しました。 
23. 作成した課⾦アカウント数とローカルデータベース内のアカウント数が⼀致しない問

題を修正致しました。 
24. DSR とフルトンネリングで接続できない場合がある問題を修正致しました。 
25. Captive Portal で設定したゲストユーザの接続可能時刻が正しく機能しない問題を修

正致しました。 
26. Captive Portal の画⾯が更新されず、認証完了後もリダイレクトされない問題を修正致
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しました。 
27. カスタマイズした Captive Portal がモバイルデバイスで動作しない問題を修正致しま

した。 
28. DHCP リレーが正しく動作しない問題を修正致しました。 
29. １つの VLAN 対して、GUI と CLI で異なる IP アドレスが表⽰される問題を修正致しま

した。 
30. 2 台の DWC-1000 が同⼀のクラスタリンググループ内にある場合に、スレイブコント

ローラがマスターコントローラの Captive Portal 設定に同期しない場合がある問題を
修正致しました。 

31. ルータポート 443 および 23 へのネットワークアクセスの脆弱性を修正致しました。 
32. PPTP のルーティングが正しく⾏われない問題を修正致しました。 
33. GUI で Status > Dashboard > General 画⾯を表⽰しないと、"show system 

dashboard"コマンドを使⽤しても、正しい数値が表⽰されない問題を修正致しました。
34.  時刻設定を変更したあとでも、テンポラリユーザを作成した時刻が GMT で表⽰され

る問題を修正致しました。 
  

既知の問題： 
ファームウェア
バージョン 

既知の問題 

V4.2.0.6 
 

1. ゲストユーザの権限設定が正しくない問題。 
2. RADIUS アカウンティング機能の問題。 
3. いくつかの GUI ページで(例：「AP Profile」 > 「Configure Radio」)、設定の保存

後に保存完了のメッセージが表⽰されない問題。 
4. 操作中に GUI からログアウトしてしまう問題。 
5. ファームウェアダウングレードについての問題。 

ファームウェアを V4.2.0.6 から V4.1.0.2 にダウングレードすると、LAN LED および
CLI プロンプトが正しく表⽰されない問題。 
回避策：リセットボタンを押してください。 
    （※リセットボタンを押すと設定が消去され、⼯場出荷時の状態に戻ります。）

6. ファームウェアアップグレードについての問題。 
ファームウェアを V4.1.0.2_10204 から V4.2.0.6 に直接アップグレードすると、⼀
部の設定が引きつがれない問題。 
回避策：V4.1.0.2_10204からV4.1.0.2_10222にアップグレードしてから、V4.2.0.6
へアップグレードを⾏ってください。 
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